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Outdoor public space such as road, river and park was deregulated and the space is opened to 
nongovernment organizations. The purpose of this thesis is verifying the homogenization of outdoor public 
space and clarifying the factor of  homogenization of outdoor public space. 
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１． 序章 
（１）研究背景・目的 
2003 年の小泉政権の構造改革以降、道路、河川、公園
についての規制緩和がされ、民間の事業者による利活用
が進んでいる。また、近年ではエリアマネジメントやプ
レイスメイキングなどより公共空間に対する関心も高ま
り多くの公共空間で居場所を作る試みが多くなされてい
る。 
本論では、それぞれの屋外公共空間がファスト化して
いるのかということを検証することを目的とする。また、
屋外公共空間におけるファスト化の要因について考察す
ることを目的とする。 
（２）対象 
本論文では、規制緩和がされている道路、河川、公
園を屋外公共空間と定義し、規制緩和により利活用が進
んでいる屋外公共空間を対象とする。 
（３）ファスト化について 
 ファスト化についての定義であるが、ジョージ・リ
ッツァが 1999 年「マクドナルド化する社会」の中で、形
式合理性のもとで作られたものが均質化していく現象を
マクドナルド化と定義した。 
また、三浦展は 2004 年「ファスト風土化する日本」の
中で、地方のライフスタイルや消費の観点から地域性が
消滅し均質化していく現象をファスト風土化と名付けた。 
本論では、没個性化や地域が薄くなっていき均質化し
ていく現象をファスト化と定義する。 
 
２． 規制緩和により利活用が進む屋外公共空間 
（１）それぞれの法律から見る規制緩和 
道路では、2005 年に道路法に関する通達があり、路上
イベントが可能となった。また、2006 年、2008 年には、
駐輪施設、広告物が設置可能となった。また、2011 年に
都市再生特別措置法に伴って、道路法も改正され、食事
施設、購買施設を設置することが可能となった。また、
都市再生特別措置法の特例として無余地性が除外され、
道路敷地外に余地がない場合にも占用可能となった。さ
らに、2014 年、国家戦略特別区域法、中心市街地活性化
法における特例が認められ、より占用に対してのハード
ルが低くなっている。 
また、河川では 2005 年に社会実験として、広場やイベ
ント施設、船上食事施設及び広場、イベント施設に一体
をなす飲食店、売店、オープンカフェなどの設置が認め
られた。2011 年には、2005 年に社会実験として認められ
ていたものが一般化し民間の事業者による占用が認めら
れた。2015 年には、占用の期間が 3 年から 10 年に延長
された。 
公園では、2018 年に Park-PFI 制度に伴って、都市公園
法が改正された。この緩和では、飲食店、売店などの公
募対象公園施設の設置管理について、周辺の広場や園路
等の整備改修などを行うことを条件に、建蔽率の緩和、
占用期間の延長、占用物件の特例として、自転車駐輪場、
広告物、看板が認められた。 
（２）対象について 
規制緩和によって利活用が進んでいると考えられる屋
外公共空間な中から、社会実験を含む 15 事例を対象とし
た。 
 
 
図１ 対象地の地図 
 
 
 
３． ファスト化の検証 
（１）分析方法 
空間の定義として、屋外公共空間では、底地としての
道路や河川、公園などの物理的な器としての空間という
意味合いが強いと考えられる。そこの器としての空間に、
しつらえなどのアイテムが置かれ、プログラムが埋め込
まれることによって人のアクティビティが生まれ、器と
しての空間から居場所などの場としての屋外公共空間に
なるのではないかと考える。 
 
 
  図２ 屋外公共空間の構成要素について 
 
本論文では、屋外公共空間のアイテム・プログラムに着
目した。 
 そして、屋外公共空間のファスト化を検証するにあた
り、典型的な屋外公共空間のアイテム・プログラムを抽
出し、ファスト化におけるアイテム・プログラムの要素
を検証する。 
（２）屋外公共空間におけるアイテム 
a）アイテムの抽出 
アイテムの想定として 
机・椅子・テント・芝・ガーランド・プランター
（植栽）・キッチンカー・屋台を想定した。 
b）分析結果・考察 
  表 1 それぞれの屋外公共空間におけるアイテム 
 
表２ アイテムの要素数 
 
 
屋外公共空間におけるアイテムは、机、いす、テントな
どの人を滞在させるためのアイテムや、パラソル、ガー
ランド、プランターなどの装飾的な要素を持ったアイテ
ムや、屋台、キッチンカー、芝などの人のアクティビテ
ィを誘発する要素を持ったアイテムがあると考えられる。 
 よって、アイテムによる屋外公共空間のファスト化と
して、滞在的要素・装飾的要素・アクティビティ誘発要
素のすべての要素を含む屋外公共空間がアイテムによる
ファスト化をしていると考える。 
  
 
  図３ アイテムにおける屋外公共空間のファスト化 
 
 
（３）屋外公共空間におけるプログラム 
a）プログラムの抽出 
プログラムの想定として、 
飲食プログラム・マルシェ・ライブラリー・ヨガ・
音楽ライブを想定した。 
b）分析結果・考察 
 
 表３ それぞれの屋外公共空間におけるプログラム 
 
        
 表４ プログラムの要素数 
 
 
屋外公共空間におけるプログラムは、飲食などの常設
プログラムと定期的に開催されたり、短期間の社会実験
などで行われているマルシェ、ヨガ、音楽フェスなどの
イベント性の高いイベントプログラムがあると考える。
プログラムによる屋外公共空間のファスト化として、飲
食などの常設プログラムとマルシェ、ヨガ、音楽フェス
などのイベントプログラムのどちらのプログラムを含む
ものをプログラムによる屋外公共空間のファスト化と考
える。 
 
 
図４ プログラムによる屋外公共空間のファスト化 
 
（４）屋外公共空間におけるファスト化の検証 
アイテム・プログラムによる屋外公共空間のファスト
化として、アイテムの滞在要素・装飾要素・アクティビ
ティ誘発要素を含むものかつプログラムの常設プログラ
ム・イベントプログラムを含むものが屋外空間のファス
ト化であるといえる。15 か所の対象のうち 9 か所の屋外
公共空間がファスト化していた。 
 
４． 屋外公共空間におけるファスト化の要因 
（１）場所の偏り 
ファスト化の要因の 1 つとしてとして利活用されてい
る屋外公共空間の場所についての偏りがあるのではない
かと考えられる。それぞれの場所の種類を見ると、道路
では、国道・市町村道・駅前広場がある。また、河川で
は、一級河川がある。公園では、地区公園・街区公園が
ある。しかし、用途地域で分けると、すべての場所が商
業地域にあり、住宅地域や工業地域にはなく場所が偏っ
ていることがわかる。 
このように場所の偏りが公共空間の一つの要素になっ
ていると考えられる。 
（２）目的・コンセプトの偏り 
2 つ目の要因として、場を作っていく過程での目的・
コンセプトの偏りがあるのではないかと考えられる。屋
外公共空間のそれぞれのコンセプト・目的についてのワ
ードを抽出すると、多くの場所で「賑わい」や「活性化」
というキーワードがある。このようなキーワードは 10
か所の屋外公共空間であげられ、コンセプト・目的段階
からのイメージの偏りが、ファスト化の 1 つの要素にな
っていると考えられる。 
（３）法律による制御 
道路・河川・公園いづれの法律でも、より民間の事業
者による占用のハードルが低くなっているが、プログラ
ムなどの種類の広がりはない。 
（４）事業性の確保 
規制緩和が進み屋外公共空間が民間の事業者に開放さ
れるようになり、より収益性が求められるようになっ
た。その結果、より収益を上げやすいプログラムにな
っているのではないかと考えられる。 
５． 結論 
（１）結論 
a）ファスト化についての検証 
アイテムによるファスト化では、滞在要素・
装飾要素・アクティビティ誘発要素によって、
アイテムによる屋外公共空間がファスト化し
ていることがわかった。 
また、プログラムのファスト化では、常設プ
ログラム・イベントプログラムによって、プ
ログラムによる屋外公共空間のファスト化が
進んでいるということがわかった。 
これにより、屋外公共空間のファスト化はア
イテム・プログラムのファスト化の両方を満
たすものであることがわかった。 
 
b）屋外公共区間のファスト化の要因 
ファスト化の要因として 
１場所 
２コンセプト・目的 
３事業性 
４法律 
がファスト化の要素になっていることがわか
った。 
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